
（別紙４）

～ 令和8年2月21日

（対象者数） 21 （回答者数） 11

～ 令和8年2月21日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 令和8年2月21日

（対象数） 21 （回答数） 19

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

施設の担当職員のニーズを正確に把握し、限られた時間にス

ムーズに回答できるコミュニケーションスキルを高める取り

組みをしていきます。

2

こどもの環境を損ねないよう配慮をしながら、必要に応じて

直接関わることをして、援助の方法を検証した上で、施設の

担当職員の方に負担なく取り込んで頂ける方法の提案もでき

るよう取り組みます。

3 保護者の相談対応を丁寧に行います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
把握したことを支援員からも積極的に述べるように配慮しま

す。

2 支援員の育成に力を入れて取り組みます。

3
子どもの課題や困りをアセスメントし、支援の必要性を見直

し、担当職員と保護者にお伝えできるよう努めます。

○事業所名

○保護者評価実施期間 令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年2月1日

対象児の困り事が担当職員にない場合や、学年間で協議できて

いる場合に、保育所等訪問支援を利用したことで課題や困りご

とが解消または軽減される状況は生じないこと。

担当職員と保護者の双方のニーズを整理する必要があること。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

施設の担当職員にとって、物足りない回答となっていることが

あること。

担当職員への聴取が多くなり、支援員の提案を控えてしまうこ

とがあるため。

支援員の人数が少ないこと。 高いスキルを要し、経験を積む必要があるため。

保育・教育とは異なる専門的観点より助言・提案ができるこ

と。

支援員として作業療法士・言語聴覚士の有資格者を配置し、施

設の担当職員の期待に応えられるように取り組んでいる。

行動観察から客観的に特性を分析し、支援につなげる技術が高

いこと。

こどもが日々過ごしている環境を大事に、その中で繰り広げら

れている相互作用を細かくよみとり支援を行っている。

支援実施後に保護者への報告を丁寧に行っていること。

支援で分かったこどもの姿と必要な援助や環境調整の内容を具

体的に報告して、こどもの現状に安心できるようにサポートを

行っている。

事業所における自己評価総括表公表


